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情報携帯端末の活用によって

QOLを高める意識を持たせる指導


~家庭との連携を通して~




環境(実態)調査	


!   今年度、難聴学級が設置


!   保護者(母親)と本プロジェクトについて


!   新学期がスタートし、困難を保護者(母親)か
ら確認	




保護者からの情報	

①部活に加入し頑張っているが......


練習後の迎えや、大会及び練習試合に出かけた時
に、待ち合わせの場所や時間の確認に、公衆電話を
活用しているが、母親の声が聴きとれず一方通行のや
りとりになっているのが困る。不安が大きい	




保護者からの情報	

②周囲が思うほど情報を収得していない	


人工内耳を3歳8月に装着。それ以前や、当たり前の事
を知らない事もある。(情報不足)


男性の声や放送機器による情報入手が困難


テレビは、字幕で視聴。	




保護者からの情報	

③中学校までを"遠い"と表現している。	




進学高校予定(近いから)


自宅	


小学校	


中学校	


高等学校	




指導したい内容	


!   連絡をスムーズにできるようにしたい   (双方の不安解消)


!   いつでも情報を収集できる環境にしたい   (身近な物に)


!   進路決定を"近いから"の理由で決めるのではなく、その他の
高校への意識が持てるようにするには本人の単独行動がポ
イントになると判断し、バスに乗車できるようにしたい (先を見
据えた指導)




①連絡がスムーズにできることを目標に取組む。	


②必要な情報を調べるようにする。	


③公共交通機関(バス)で単独行動ができる。	


IPadを使って	




①連絡がスムーズにできることを目標に取組む。	


アプリ「メール」を使って、母親の携帯電話とやり取
りができるように設定や方法を指導。

部活帰りに、公衆電話での連絡が厳しい事で、管
理者等に説明し、登校後担任に預け、部活終了後
受け取るルールの確認をした。	


連絡はスムーズに行うことができ、叔父叔母とも連
絡ができるようになってきた。	




②必要な情報を調べるようにする	


検索サイトを活用して、自宅で学習の補いや関心
ある事項について、調べるように指導	


"難聴でも働ける仕事"のキーワードで調べているこ
とを、母親が履歴で確認した。母親も"驚きまし
た"と、連絡をくれた。	




iPadは楽しくて、便利	


③公共交通機関(バス)で単独行動ができる	


一人で動けることで、いろんな場所に行ける

これから先、保護者に頼らないで、行ける

母親が、自由に動くことができる	










実践	




宿題:体験文をメールで送信してください	


どんどんとおくにいけるよう
にがんばりたいです。たの
しみになりました。	




今後の見通し！	


!   ①メールの送受信について


!         単独で動くことへの母子双方にある不安解消から、ネ
ットワークを少しずつ広げることで、同じ障害を持つ同年
代とのコミュニケーションや先輩方からのアドバイスを受
けることができ、QOL(生活の質)を高めようとすることが
できる。	




!   ②情報入手


!         本人の聞こえの状態をチェックしながら、音声増
幅アプリ等が学習中に活用可能なのかを、保護者・
本人・主治医と相談しながら、合理的配慮の中でど
のように活用していけるかを考えていきたい。	


今後の見通し！	




!   ③公共交通機関(バス)で動ける自信によって


!       進級するにつれ、高校選択の進路学習が増えてく
る。その時に単独で動ける自信が身についているこ
とで、進路学習へ不安なく積極的に参加ができ、志
望校を決定することができる。	


今後の見通し！	




最後に！	



